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午前９時５８分開会 

○水野あゆみ委員長 皆様おはようございます。定

刻前ですが、皆様おそろいですので、ただいまよ

り災害・オウム対策調査特別委員会を開会いたし

ます。 

 

           ◇            

 

○水野あゆみ委員長 初めに、記録署名員を指名い

たします。 

  伊藤委員、長谷川委員、よろしくお願いいたし

ます。 

 

           ◇            

 

○水野あゆみ委員長 次に、報告事項に移ります。 

  ①から⑤まで、以上５件を危機管理部長から報

告をお願いいたします。 

○危機管理部長 皆様おはようございます。よろし

くお願いします。 

  それでは、危機管理部の報告資料の２ページを

御覧ください。 

  まず、件名はアレフ（オウム真理教）対策につ

いてでございます。 

  本件は、ここ最近のアレフ対策事案を報告する

ものでございます。 

  項番１では、住民協議会の抗議行動を、この後、

今週土曜日行います。項番２では、地下鉄サリン

事件の風化防止として啓発について報告しており

ます。 

  次に、４ページを御覧ください。 

  件名は、災害時協定の実効性向上のための調査

実施についてでございます。 

  本件は、災害時協定を結んでいる約３００の事

業者団体等に、災害時発生時に協定が機能するた

めの調査を開始したということの報告でございま

す。 

  項番１では、今回調査での確認内容を、項番２

では、今後のスケジュール、５ページには、調査

表を参考として記載いたしました。 

  今回調査では、まず現状の協定内容や事業者の

情報を整えることに主眼を置きましたが、今後は、

本調査を年度当初に年１回開催するとともに、更

に実効性を上げるための方策についても検討して

いく予定でございます。 

  次に、６ページを御覧ください。 

  件名は、足立区地域防災計画改訂に伴うパブリ

ックコメントの実施結果についてでございます。 

  本件は、今年度策定を予定しております本計画

のパブリックコメントについてでございますが、

項番１で、実施結果の概要、７ページからの別紙

には、コメントの内容について記載のとおりでご

ざいます。 

  今後は令和８年１月に開催予定の足立区地域防

災計画で報告して承認を得たいというふうに考え

ております。 

  続きまして、１４ページを御覧ください。 

  件名は、令和７年度足立区地域防災計画の開催

についてでございます。 

  先ほどの地域防災計画の御承認をいただくこと

も含めまして、本件では、足立区の防災の取組に

関しまして、関係団体などとの合議の場であるこ

の防災会議の開催について報告するものでござい

ます。 

  開催の概要につきましては、項番１から５のと

おりでございますが、今年度は８階の特別会議室

が工事のため、機器の更新の工事のため使えない

ため、生涯学習センターで実施させていただきま

す。開催させていただきます。 

  また前回、御報告いたしましたペット同行避難

ガイドラインの素案につきましても報告して、承

認をいただきたいというふうに考えております。 

  続きまして、１５ページを御覧ください。 

  件名は、あだち防災リーダー認定・登録事業の
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現状、課題および今後の方向性についてでござい

ます。 

  本件は、令和６年度にモデル事業として開始い

たしましたあだち防災リーダー制度について報告

するものでございます。 

  項番１では、制度の現状を、１６ページに参り

まして、項番２では、１７ページの別紙のとおり、

課題及び今後の方向性としてまとめさせていただ

きました。 

  今後の方向性といたしましては、このリーダー、

防災リーダーには、区と地域を結ぶ役割となって

いただきたい、担っていただきたいというふうに

考えております。 

  区の防災の仕組みや考え方などを地域にもたら

していただく、そしてまた地域で起きている課題

や、よい取組など、こういったことを区の方にフ

ィードバックしていただく、施策に反映させてい

きたい。そうした双方向の役割を担っていただき

たいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○水野あゆみ委員長 それでは、質疑に入ります。 

  何か質疑はございますか。 

○はたの昭彦委員 すみません。２点ばかりちょっ

と質問したいと思うのですけれども。 

  まず災害協定の実効性向上調査実施についてと

いうことで、災害協定を、より実効性を持たせる

ということでの確認のための調査ということで、

今後も続けていっていただきたいと思うのですけ

れども。この中で、一部変更希望というのは１２

点あるのですけれども、具体的にどのような内容

での変更希望なのでしょうか。 

○防災戦略課長 今、何回かいただいてる中なので

すけれども、例えばエネルギー業者の方ですと、

今までは、災害時に灯油、灯油とガス、それと木

炭の供給を受けるという形になっておりましたが、

今、木炭事業をやめたというところで、木炭の供

給ができなくなったですとか、あとは解体事業者

が、今まで災害時には解体と廃棄物の運搬をお願

いできるといったような内容になってましたが、

廃棄物の運搬の許可がなくなってしまったので、

その運搬の部分ができないといったような、いわ

ゆる会社の業態の変更に伴う協定内容の変更とい

う形になります。 

○はたの昭彦委員 今まず解体業者、具体的に挙げ

ていただいたのですけれども、運搬事業はできな

いというふうな話だったのだけれども、ほかにも

同じような協定結んでいる事業者があって、代替

の事業者としては、代替の業者で、そういった災

害時の対応できるということでよろしいでしょう

か。 

○防災戦略課長 おっしゃるとおりでございます。 

○はたの昭彦委員 未回答が２４件あるのですけれ

ども、この未回答についての今後の対応について

はどうですか。 

○防災戦略課長 未回答の方々にも、こちらから催

促の電話を掛けておりますので、今、十数件まで

に少なくなっております。一応、期間内には全件

確認させていただく予定です。 

○はたの昭彦委員 ありがとうございました。 

  それと、防災計画のパブリックコメントの中で、

何点か意見があるのですけれども、１１ページな

のかな、６番の（２）の避難所はパーティション

など男女別、家族単位で★★の場所を考えないと

ということで、そのプライバシーの確保というこ

とで、海外の避難所モデル、プライバシー考えて

ほしいというような話なのですけれども、私もこ

の間の中川の避難所運営訓練、そのときに水害時

の特定の特化したあったのですけれども。そのと

きに、感染症対策ということで、段ボールの間仕

切りみたいのがあったのですけれども、数も少な

いとかや、あとプライベートテント、授乳時に使

うプライベートテントなども出して、こういうも

のですよということで説明されたのだけれども、

前にあった、台湾地震やこの間のフィリピンの台
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風時の避難所の映像を見ても、プライベートテン

トがだーっと並んでて、やっぱりプライバシー確

保ということでやられたのだけれども。 

  やはり私なんかに比べると、日本に比べると、

台湾とかフィリピンの方が経済的には少し遅れて

る国もあるのかなという中で、非常に日本の災害

対策、避難所の対応が遅れてるなということで、

特にプライバシーの面で、やはりプライベートテ

ントを含めて、やっぱプライバシーの確保という

間仕切りをやっぱり設置、家族や男女別とかとい

うことで分けるような対応が、今後必要ではない

かなと、区としてもこのプライベートテントの導

入とか購入を、今後更に進めていくべきではない

かと思うのですけれども、その点いかがでしょう

か。 

○防災戦略課長 今年度、折り畳みリクライニング

ベッドを入れていくという方向性で、今いろいろ

準備をしております。その延長上で、恐らく、プ

ライバシーの確保というのは出てくる話になると

考えますので、来年度以降、東京都の補助も延長

されるみたいなことをおっしゃってますので、そ

ういう補助を活用できるような、活用して、プラ

イベートが確保できるようなテントか、間仕切り

か分かりませんが、そういったところは検討して

いきたいというふうに考えております。 

○はたの昭彦委員 それと間仕切りで言えば、この

間、障がい者の障がい者週間の始まるということ

で、このアトリウムの１階で、障がい者の車椅子

や電動車椅子とかいろいろな展示されてる中で、

実は簡易的な間仕切りが展示されてて、非常に軽

くて、活用するのにいいなというふうに思ったの

ですけれども、そういうのも是非参考にして、取

り組んでいただければと思います。 

  それと６番の７の中川堤防についての記述で、

ちょっと気になったのがあるのですけれども。中

川堤防の常磐線の鉄橋のところが、やっぱり堤防

が少し低くなってるところに対しての不安の声に

対して、江戸川河川事務所の方からの回答が、現

状橋梁から上下流約３０ｍ区間は、他の区間に比

べて５０ｃｍ低くなっていますけれども、洪水を

安全に流下させる必要な高さ確保されてるという

ことなのですけれども。以前、中川堤防が１００

０年に一度の水害については、堤防が低いという

ことでかさ上げしたんだけれども、この部分はか

さ上げしてないですけれども、それでも、かさ上

げしてない部分については大丈夫だという理解な

のでしょうかね、これをしていいのでしょうか。 

○副区長 計画高水位は確保できてたかというふう

に、ちょっと私認識してますけれども、余裕高は

ないと思いますので、そこを今後持っていくとい

うたしかそういう計画になってます。すみません

具体的な数字等について改めてお示したいと思い

ます。 

○はたの昭彦委員 いや、私の認識では、以前かさ

上げする前の中川堤防というのは、国交省が想定

している２００年に一度の水害、雨降りのときに

は最高位はクリアしてるんだけれども、１０００

年に一度の洪水というか、オーバーについては不

十分だからということで、この間ずっとかさ上げ

工事をしてきたというふうに、私は認識とか記憶

ではそういうふうに記憶してるんですけれども。 

  だとすると、この５０ｃｍ低くても大丈夫だと、

安全は確保されてるんだというふうな話になっち

ゃうと、確かに多分２００年に一度の降雨では大

丈夫、上げてないわけだからね。でも、今、国交

省が進めているかさ上げ工事は１０００年に一度

の大雨に対応してるということでいうと、やっぱ

りこれは低くて不十分ではないのかなと、江戸川

河川事務所の見解が、ちょっと違うのではないか

なと思うのですけれども、多分今、副市長が答え

てるように、ちょっと河川事務所の★★なので何

とも言えないと思うのですが、ちょっとその辺確

認して、後ほどでもいいので、是非教えていただ

けると思いますので、よろしくお願いしたいと思
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います。 

  以上です。 

○佐々木まさひこ委員 それでは今、はたの委員が

質問されたところの中川堤防のところ、私も気に

なりまして、都市建設部とは幾つかやり取りをさ

せていただきました。 

  これ江戸川河川事務所の発表をそのまま計算し

たということなのですが、結論から言いますと、

基本的にこれ、この表現ですと必要な高さが確保

されているということで、基本的に、その工事は

行わないというようなニュアンスの書きぶりにな

ってますけれども、ただこれ当初、私がこの説明

を受けてたのは、１軒不法な家屋があって、堤防

に道路、駐車場を設置していて、それで堤防のか

さ上げ工事ができなかったものだから、暫定的に

コンクリート擁壁Ｌ型のコンクリート擁壁で整備

をしたという理解だったのだけれども、この江戸

川河川事務所の表現だと沈堤してしまうので、基

本的にはコンクリート擁壁で固めますというよう

な表現なのですよ。これおかしいのではないです

かということで確認をしましたところ、基本的な

工事はあくまで暫定的な工事という位置づけです

という回答が返ってきました。 

  ですから、これをこのまま載せてしまうと、ち

ょっと事実と異なることを区民に知らしめてしま

うのではないだろうかというふうに思いますので、

これはよく確認をしていただいて、パブリックコ

メントの公表をお願いしたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  コンクリート擁壁は造ったばっかりなので、す

ぐにまたこういうふうに堤防かさ上げを行うとい

うことは考えてはいないけれども、でもあくまで

暫定の工事という位置づけになってるということ

ですので、よろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、続けてほかの質問をさせていただき

ますが、あだち防災リーダーの認定登録制度の課

題及び今後の方向性でございますけれども、ざっ

とそのリーダーの認定者数の年齢構成を見ますと、

圧倒的に６０代、７０代、８０代、私も６０代で

すから文句は言えないのですけれども、６０代、

７０代、８０代で２７名、３０代、４０代、５０

代で４名なのですね。 

  この中で、地域から多様な世代を、課題及び今

後の方向性の中で、地域から多様な世代を発掘し

ていくというようなことをおっしゃっておられま

すけれども、ただ非常に意欲的で地域でも頑張っ

ておられる方々なので、年齢が高いからといって

駄目ということではないので、鹿浜委員も防災士

で、最初にこの防災リーダーの会議で出たときに、

防災リーダーに応募された方々の意欲的な発言は

いっぱい多分御存じだというふうに思うのですけ

れども。だからこれで駄目ということではないの

ですが、幅広い世代の方々に担っていただくとい

う意味では、やはり課題かなというふうに思いま

すが、そこら辺のところはいかがでございますか。 

○防災戦略課長 課題としまして、やはり若い世代

というのが、何十代が若いんだという話をちょっ

としてしまうと恐らく地域の方々は五、六十代で

も若いというふうにおっしゃっておられてるので、

末永く活動できるような方々に入っていただいて、

地域の中で、例えば地域の中で、あだち防災リー

ダーというのが活動できるような、まず母体がで

きてから、活動されてくリーダーがグループにな

って、そのグループの中の方々が随時入れ替わっ

ていくみたいな世代交代をしていくみたいな、こ

の形が恐らく我々の理想形というふうに考えてま

すので、まずは活動の形、地場というのをつくり

上げてから、その中でいろいろな方々に、そうい

ったあだちリーダーの活動をする、いわゆる講習

会とかに参加していただいて、そういったところ

で、あだちリーダーというものを広めていきたい

というふうには我々考えております。 

○佐々木まさひこ委員 そういうふうに世代交代し

ていくというのは本当に理想的だというふうに思
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います。今、御活躍されてる方々、非常に元気で

頑張っておられますけれども、いずれ年齢を重ね

ていくということはあろうかと思いますので、そ

ういった面では新しい人材を発掘するという意味

で、そういう取組をしっかりやっていただければ

というふうに思いますので、よろしくお願いいた

します。 

  でもこれは、令和６年、令和７年と、令和６年

は１回立ち上げて、令和６年末にまたいろいろと

方針を変えて、結局、今自分が住んでいる地域、

顔の見える、そしてお互いに人間関係のあるとこ

ろでなければ、なかなか活動しづらいという意見

の下で、結局また具体的には、自分の町会とか自

治会とか、そういう中で活動するという方向性に

変わったようですけれども、それが多分一番いい

だろうというふうに思います。 

  最初に出たときにも、ほかの地域で活動コミュ

ニティタイムラインの地域で活動することに物す

ごい違和感を皆さん持たれて、それを感じた★★

が講演をする予定が、いや皆さんの意見をとにか

く聞きましょうというような形で、結局やり取り

をすることになってしまったという経緯を、私、

最初参加したときに覚えてますけれども。 

  やはりそういう違和感が皆さんあられたという

ふうに思いますので、基本的にはそういう方向性

でよろしいのですよね。 

○防災戦略課長 なかなか地域外からリーダーを受

け入れるというような、そういった方向性には、

なかなか地域の方が、なかなか地元のそういう実

情とか地域の特性を知らない方が来られるのには

違和感があるといったような意見が多くありまし

たので、できれば我々、地域の中で、あだち防災

リーダーが生まれるというところの形を探してい

きたいというふうに考えております。 

○佐々木まさひこ委員 あとこれ最後にしますけれ

ども、地域防災計画のパブコメですけれども、私

はこの改訂版を見せていただいて、決算特別委員

会のときでしょうか、いわゆる災害関連死ゼロを

目指すのであれば、基本的には災害医療の体制も

きちっと整っているべきだということで質問をさ

せていただいて、特に１９か所、これ調整中とい

うことでございますけれども、緊急医療救護所の

課題、やっぱり国とか東京都が、特に医療に関し

ては担っています。 

  災害拠点病院、災害拠点連携病院、そういった

ところで区の役割が、今一方、明確ではない。医

師会の絡みは衛生部が担当しますので、そこら辺

のところの医師会とのやり取りも、何かうまく盛

り込まれてないのではないかというような懸念が

あって、例えば、緊急医療救護所も、トリアージ

若しくは軽症者の治療を行うためにやっていくわ

けですので、女子医大の前に緊急医療救護所ない

のはおかしいはずなのですが、そこら辺のところ

は、一応、女子医はやると文章に書いてますけれ

ども、ここには表現されてないんですね。だから

そこら辺のところは、どういうやり取りになって

るか教えていただけますか。 

○防災戦略課長 今のところ、女子医大の緊急医療

救護所というのは、一応地域防には記載がござい

ませんが、一応医師会の計画の中では、女子医の

中に、女子医の中にという言い方がおかしいです

ね。女子医の近くに緊急医療救護所ができる計画

になってます。そのことについて、今地域防災計

画に載せるかどうかというところは、医師会を通

じてまた検討させていただきたいと思っておりま

すので、新しい地域防災計画にちょっと記入でき

るかどうかというのは、今ちょっと検証させてい

ただきたいというふうに考えております。 

○危機管理部長 すみません、ちょっと若干補足を

させてください。 

  佐々木委員が先にまずおっしゃったその衛生部

の役割、危機管理部の役割、このあたりの庁内の

役割というのが、私もちょっと不十分だと思って

て、例えば、僕は福祉部に前いました。福祉のと
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きに、これ役割だよと言われても、いやいやこれ

は危機管理でしょとなるし、危機管理に来れば、

いやこれは福祉やらなければできないよねという

こともあるし、何となく、やっぱりそういう雰囲

気があるのは否めないと思ってます。ですので、

ここで、少し全庁にやっぱり横串を刺す必要があ

ると、私は思っております。 

  ですので、そういったところ衛生部任せにしな

いで、我々の方でも危機管理部の方でも積極的に

関わっていけるような仕組みとか、取組をしたい

というふうに思います。 

○佐々木まさひこ委員 これで最後にしますけれど

も、結局はそういう課題があるんだろうなという

ふうに私も思ってます。 

  医師会さんとの連携の中でも、例えば葛飾区、

荒川区なんかでは、こういう緊急救護所のときに、

超急性期のときには、医師会の先生もマンパワー

の応援として駆け付けるという体制になってるけ

れども、一応この計画の中では、そういうような

一文は入ってますけれども、具体的に誰が、どこ

に行くのというようなところまでは明確にはなっ

ていないし、そういったところは、例えば葛飾区

だと、どの先生がどこの救護所に駆け付けるとい

うことで、明確に例えばポスターに掲示されてい

ます。 

  そういったところも、例えば衛生部と連携しな

がら進めていく。特に超急性期は、もうとにかく

人手が幾らあっても足らない形になりますので、

そういったところを進めていただければと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○危機管理部長 その辺り、きちっと進めていきた

いというふうに考えております。いつ来るか分か

らない災害なので、なるべく早く着手したいと思

います。 

○さの智恵子委員 私も１点、あだち防災リーダー、

この認定登録事業の現状課題について、今後の方

向性について質問させていただきます。 

  今、佐々木委員からも質問ございまして、現在

今３１名いらっしゃるこの防災リーダーが、年齢

はもう今お話もございましたので、やはり今後、

どう若手の方たちも糾合していくかということも

課題かなとは思っておりますが、ちょっと私も、

先日の決算特別委員会で、足立工科高校の生徒と

いう話をしたんですけれども、ちょっと活動内容

を見ると、かなり高度なことを求められるんだな

というふうにちょっと実感をしております。 

  こちらにも令和７年度の今後の活動予定もござ

いますけれども、リーダー勉強会は１２月に開催

ということで、その下の各地域で防災講演会を行

うというのは、これはかなりハードルが高いかと

思っておりますが、この令和７年度はどのような

形で進めていくか、お聞かせください。 

○防災戦略課長 これから１２月には、リーダーの

方々を集めて、活動計画みたいなのを、各々でつ

くっていただこうかなというふうに、今のところ

は検討しております。 

  その中で、今後は、地域の中で防災講演会とい

うのが、リーダーの方が、足立区の要はバックア

ップでできるような体制を、今検討していきたい

というふうに考えております。 

  具体的には、パワーポイントですとか、そうい

った資料を足立区の方で、地域の方々に知らしめ

ていただきたい情報というのを、我々の方で取り

まとめて、その資料を基に、あだちリーダーが、

地域の町会なり、避難所の訓練のときなりで、い

ろいろそういった講演をしていただくような形と

いうのをつくっていきたいというふうに考えてお

ります。 

○さの智恵子委員 分かりました。今、お話がござ

いましたが、やはり自分の地域とか要望があって

講演会というのはやるものなので、やっぱりその

辺のマッチングも課題もあるかと思うのですけれ

ども。今検討されているのは、その方が住む地域

で、なおかつその地域、そういうところから要望
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があったところに、講演の講師としていくという

ことでよろしいでしょうか。 

○防災戦略課長 今のところ要望があった地域に送

れるような、マッチングするような形というのを

考えたいと思いますけれども。一方で、避難所の

運営会議ですとか、避難所の訓練やる前に準備会

議がありますので、そういったところでも御案内

をしながら、例えば避難所に所属している防災士

の方々にもあだちリーダーになっていただくとい

うような、そういう御紹介もこれからしていきた

いなというふうに考えております。 

○さの智恵子委員 分かりました。 

  また、今後の方向性でございますが、令和８年

度までということで、この防災士の資格取得費の

費用の助成制度というのも拡充がございます。こ

れまで、この防災リーダーになるためには、この

防災士というのが、資格というのが必要であった

けれども、今後は、この防災リーダーになってか

ら、この防災士の資格取得の助成を得ながらなっ

ていくということでございますけれども。 

  この辺で、町会・自治会の未加入の方も申込み

可ということでございまして、実は、私この防災

リーダーが出る前から、町会・自治会ではなくて

防災士の資格を取りたいということで御相談がご

ざいまして、先日御紹介もしたのですけれども、

この地域で活動してもらうという中で、町会・自

治会に入らないという、ちょっとかなり難しいな

という気がするのですけれども。この方たちが、

例えば防災士の資格を取って防災リーダーになっ

たときに、町会・自治会では入りたくない、のメ

ンバーには入りたくないという時には、どういう

活動を区は考えているのでしょうか。 

○副区長 防災リーダーの役割二つあると思うので

すね。一つは、今まで御説明してたとおり、地域

で行っている避難所運営本部ですとか、町会・自

治会としっかりマッチングしてやってほしいとい

うことで、もう一つ重要なのは、いわゆる町会・

自治会の以外の人を、いかにその防災いざ発災の

ときにどう情報連絡をして、そして避難行動を取

ってるのか、あるいはお手伝いを取ってもらうか

ということの、その活動をやってもらうというの

が非常に大きいことだと思います。 

  そういった意味で、今考えてるのはオープンチ

ャットと言ってましたＬＩＮＥのそういうのを使

って自分の仲間を集めて、常時情報発信して、ど

ういうときにどういう行動すればいいのか、私は

むしろそういう横のつながり広げていく方が非常

に重要かなと思ってますので、まず町会に入って

いない方でも、そういったところで情報発信して

もらってできれば、その後で、町会と一体となっ

た活動できるようにと、そこは理想的だと思って

ます。 

○さの智恵子委員 私も入ってない方が、自分のコ

ミュニティーとか、自分の知ってる方たちで、そ

ういう防災の講習、勉強するということも大変重

要かなとは思っておりますので、ちょっとその辺

丁寧にやらないと、何かもう町会・自治会でやる

というのが前提になってしまうと、やはりそこに

は一歩踏み込めないという方たちも、今後は若い

世代も含めて、是非この防災リーダーにも、本当

になってほしいなというふうには思っているので

すけれども。 

  また地域から多様な世代を発掘ということで、

今後、面白いのが避難所運営訓練に参加した親子

等に勧誘募集を行い、その地域から多様な人材を

発掘するということでございまして、このモデル

地区を選定しとありますが、現在具体的に検討し

ている地域等はございますでしょうか。 

○防災戦略課長 今年度、各小・中学校で避難所開

設訓練をやっていただいてます。その中でも、参

加人数が１００人を超えるようなところも結構あ

りますので、そういったところで協力していただ

けるところを、これから声掛けしていきたいとい

うふうに考えております。 
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○さの智恵子委員 すみません。あとちょっと今、

最後の防災士の資格取得ということで、先日、あ

だち広報に、１０月２５日号に、この防災士の資

格取得の講座受講生募集という記事がございまし

た。 

  ここで対象としては、区内在住の１８歳以上で、

地域防災活動に継続的に参加する意思がある方と

いうことでございまして、特にあだち防災リーダ

ー等々の条件は書いてないのですが、こちらはこ

ちらの条件としては、あだち防災リーダーに入ら

なくても、この防災士の資格取得の助成をすると

いうことでよろしいのでしょうか。 

○災害対策課長 現段階では必ずしも、今回の区の

費用助成を使った方が、あだち防災リーダーにな

らなければならないということではございません

けれども、当然区の助成でなっていただくわけで

すので、地域活動に活動参加していただけるとい

うのが前提条件になるというふうに考えておりま

す。 

○さの智恵子委員 分かりました。 

  先ほど危機管理部長の方からも区と地域の橋渡

しということで、区の情報を伝えながら、またこ

の地域の課題を区に伝えるという意味では、いろ

いろな人たちが、この防災に関心を持って取り組

むことが大変大事かと思いますので、例えば新た

に町会・自治会ではなくて、この防災活動に参加

したいという方からも、丁寧にそういう趣旨のお

話も聞きながら、今後、区にとって、防災にとっ

て、プラスになるような取組を是非お願いしたい

と思います。 

  以上です。 

○伊藤のぶゆき委員 ちょっと私からは２点。 

  １点気になったのが防災会議の開催についてで、

ちょっと危機管理部長が答弁した中で、この中で

ペット同行避難の話もしますという話だったので

すけれども、多分前回の委員会でペット同行避難

のガイドラインの中で、我々が結構いろいろな意

見が言ったんですけれども、あれから何かペット

ガイドラインというのが変わったんですか。それ

とも変わってないそのままのものが、今度の防災

会議に出されるのですか。 

○危機管理部長 今のところは変えないでそのまま

出そうと思ってます。ただあれでそれで完成形と

いうことではなく、やっぱりそこでも意見が出る

と思いますので、それをまた、バージョンアップ

区の中では取り入れていきたいなというふうに考

えています。ちょっと期間がもう大分迫ってきて

るし、パブリックコメントを行ったものでござい

ますので、それで一旦は出させていただきたいと

いうふうに考えております。 

○伊藤のぶゆき委員 それが完成形ではないという

ことですけれども、あのままが出されるというこ

とは、取りあえず我々がこの間話した委員会の意

見はガイドラインには反映されないということで

すよね。そうなってくるとパブリックコメントも

したし、ガイドラインの案はつくりましたけれど

もということで我々出されましたけれども、ガイ

ドラインは我々の意見を反映されることないまま

出されるということですよね。そうなってくると、

我々にあれを示したというのは、意見を求めた意

見というの何なのですか。 

○危機管理部長 おっしゃるとおりでございます。 

  ちょっと、一度持ち帰って、そこは整理させて

いただきたいというふうに思います。ただ多様な

意見がございまして、この間の議論の中でも多分

立場が分かれてたと思うんですね。その中では、

何が正解なのかと、正直私どもも、どうなんだと

確定的なことは言えないと思っております。ただ、

今、実際、運営するとしたらこれでいくしかない

というものをこの間出させていただきましたので、

ただ伊藤委員おっしゃったとおり、それについて

はちょっと一度持ち帰らせていただいて、そこは

修正を考えさせていただきたいと思います。 

○伊藤のぶゆき委員 是非お願いします。 
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  せっかくいろいろな意見が出てるのですから、

しっかり反映してもらい、全部が全部おっしゃる

とおり反映全部できないのは分かりますけれども、

個人的にはやっぱりペット同行避難を推奨してい

るというのは、基本的には在宅避難にするべきだ

と。いろいろな方に聞いてもやっぱりペットを飼

う、やっぱり責任というのも伴うわけですから、

やっぱりそれは大きく混乱を招くということにな

りかねませんので、絶対載せろというわけではな

いですけれども、もう少し足立区が背中を押して

あげてもらえるようなガイドラインにしてもらい

たいなというのが１点です。これはお願いでいい

です。 

  もう１個防災リーダーの件なのですけれども、

各委員方が様々な意見がおっしゃってるのですけ

れども、まず確認なのですけれども、避難所運営

の本部長は、各避難所があって本部長がいらっし

ゃると思うのですけれども、避難所運営の本部長

が町会長ではない避難所運営があるのですか。 

○防災戦略課長 すみません、避難所運営組織が足

立区内約１００あります。その中で、１００を全

部調べたわけではないのですけれども、基本的に

は避難所運営本部に所属する町会の町会長さんた

ちが輪番で本部長やられてる。それ以外の町会長

の方々は、副本部長みたいな形をやってるところ

がほぼほぼその内容になっております。 

○伊藤のぶゆき委員 では現実的な質問をします。 

  避難所運営本部が、ほとんどが各町会の町会長

たちが多分本部長や副本部長に所属をされていて、

その中の避難所運営この間会議私出ましたけれど

も、多分ああいうの実際見ると、本当に皆さんが、

日曜日の中とか土曜日の中に地域におりて話をし

てるんだなということで、私は結構１人で感動し

てたんです。やっぱり皆さん一生懸命やってるな

というのは本当に感じました。 

  ただやっぱり現実問題としているのは、町会員

ですよ、はっきり言って。そこで今度、防災士は

その中にいて、基本的には町会の方々には防災士

になってもらいましたよね。そういう方々が避難

所運営にもいました。今度、これを見ると、幅広

い方々、今副区長がおっしゃったように、町会に

入っていない幅広い方々に、やっぱり意識を持っ

てもらいたい。それももちろん分かってます。 

  ただ、現実問題として、やっぱり町会員でない、

要するに顔を知らない方が急に足立区の認定防災

リーダーとして来たときに、信頼関係がない中で、

どんなに知識を持っていても、その人の言うこと

を聞くというのはなかなか難しいのではないのか

なと思います。実際その避難所会議の中で防災士

が積極的に意見が言えるかというと、やっぱり各

町会の中のある程度の重鎮の方々がいらっしゃる

中で、なかなか発言するのが難しい。 

  そうなってくると、町会以外で絡ませていかな

ければいけないということなのですけれども、あ

る程度まず防災士のリーダーには、足立区が責任

を持って権限を与えてあげなければいけない。更

には、もう一つは、避難所運営本部長と要するに、

そのトップである避難所運営本部長のせめて、こ

の方がこの地域の防災リーダーであって、この方

を中心に基本的に避難所を運営していくとか、避

難をしていくんだよというお墨つきみたいなもの

がないと、なかなか難しい制度なのではないかな

と、正にもう絵に描いた餅状態になってしまうの

ではないかなというのが、これを見てて思います。 

  ですので、この防災リーダーをつくるのはいい

のですけれども、逆にこの防災リーダーの方々が

実際に避難所を引っ張っていけるかというと、具

体的なイメージみたいのというのは、区はどう思

ってこの防災リーダーをつくっているのかなとい

うのを、ちょっと確認したいのですけれども。 

○副区長 まず地域の中で活動してもらう防災リー

ダーというのを、今中心に進めてるというのは、

各委員おっしゃるとおりです。それで、まずその

地域の本部長なり役員の方に、ここの地域で、こ
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の防災士リーダーの方が活動したいのだけれども、

受け入れてくれますかという顔合わせを行います。 

  その上で、地域と一緒にやっていくということ

を確認できたら、防災リーダーが、そこの本部と

一緒にやっていくような形をまずつくりたいなと

思ってます。 

  ただ、避難所本部の方が、いやうちは防災リー

ダーも要らないから、十分自分たちでやっていく

よという方については、本部とやるのではなくて、

自分のつながりの中で、いろいろな情報共有した

り、先ほど言ったＬＩＮＥのオープンチャットを

使って、災害のときにどういう活動すればいいか

とそういう活動もできますので、そういったこと

の二通りの形でやっていければなと思ってます。 

○伊藤のぶゆき委員 最後にします。 

  なぜこの質問したかというと、実はある地域で

防災士の資格を持っている町会長の方が、一生懸

命、防災に関して動いてるんですよ。避難所運営

会議にも当然出てますし、様々な発言をしたり、

こういうふうにやったらどうだということを言っ

てるんですけれども。その方が動けば動くほど、

逆に言うと地域は何であんなに一生懸命やってん

だろうという声が出ちゃうんですよ。その方は別

に性格が悪いとか、人から嫌われてるわけではな

いんですよ。真面目でいい方なのですけれども、

その方が熱心になればなるほど、逆に、この平時

のときの地域の方々というのは、何か一生懸命一

人でやってんだよねという声が、結構私の方に聞

こえてきました。 

  ですので、そういう方々が活動しやすいとなっ

てくると、さっき言ったように、避難所運営であ

れば、避難所運営の本部長が、あの方が中心でや

るんだよというお墨つきがないとなかなか難しい

でしょうし、今おっしゃったように、今度、そこ

に入ってこない方々が、新しいコミュニティーを

つくって、例えば私の学校でいえばＰＴＡがある

けれども、ＰＴＡには入らないけれども、違った

ふうでサポートしますという地域グループが出た

んですよ。そうするとＰＴＡの方々から見ると、

サポートするグループは何でＰＴＡに入ってくれ

ないんだ。ＰＴＡが入ってくださいというと、Ｐ

ＴＡには入りたくない、ただでも我々は学校のた

めに活動したいということで、少し何かお互いが

いがみ合ってるまではいかないですけれども、何

なのかなというふうになってしまってる現状を考

えると、最後の責任というのはやっぱり足立区が

取ってあげるべきだなと思うので、目指すところ

とか、言ってることは、当然我々も分かっている

のですけれども、もう少しどういうふうにこの防

災リーダーに、区が、最終的に区がある程度責任

を持ってあげないと、なかなか難しいのかなと思

うので、私もその明確な答えというのはないです

けれども、ちょっとこの話だけを聞いていると、

なかなか難しい話になってくるのかなと思うので、

最終的な責任、区のお墨つきというのをどこまで

しっかりと持ってあげるのかというのをもう少し

考えてあげないと、何か防災リーダーできたけれ

どもうまくかみ合わないまま、何かいつの間にか

立ち消えしていくのではないのかなというのが少

し見えてきてしまっている感じがするので、もう

少し最終的な責任を誰が持つのかというのだけは

しっかりとお墨つきを与えてあげてほしいなと思

います。 

  以上です。 

○副区長 区の方で、しっかりとこの人は防災リー

ダーだよというような形で、地域の中には紹介を

させていただいて、その中で受け入れていただく

ところは、本部と一緒にやっていけるような体制

を取りたいと思います。 

  それと、先ほどの質問のペット同行避難の前回

の議事録をちょっと確認してるのですけれども、

変更する内容に対して、非常にあまりにも多くの

意見が出てるので、例えばケージを持っていくべ

きだという方もいれば、人間を中心にペットは優
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先するべきではないという方ですとか、在宅避難

を優先すべきというような形で、いろいろ多くの

意見出てますので、変更というような形で今まと

めは非常に難しいかなと思います。 

  今回あくまでもペット同行避難ガイドラインで、

具体的な細かい内容まで盛り込んでおりませんの

で、やはりちょっとまずは、今回お示しをさせて

いただいて、それでやっぱり随時、いい形で変更

していけるのがいいかなと思いますので、すみま

せん付け加えさせていただきました。 

○市川おさと委員 足立区地域防災計画（震災・資

料編）改訂に伴うパブリックコメントの実施結果

についてお尋ねします。 

  この中で１０ページに、水の出る場所を早く知

らせてほしいということが質問の中にあって、い

ただいた御意見の中に、その答えとして９か所の

施設内に給水機能を備えているということが書か

れてるのですけれども、この９か所の給水という

のは、これ飲料水というふうな理解でよろしいの

でしょうか。 

○防災戦略課長 こちらは東京都水道局と連携して

確保している水でございますので、通常使ってい

る水道の水になります。 

○市川おさと委員 水道、通常使ってる水道の水と

いうことで飲料水としても使えるし、また生活用

水としても使っても構わないという、そういう理

解でよろしいのでしょうか。 

○防災戦略防課長 ９か所では水を配って、ポリタ

ンク等々でお持ち帰りいただくことになりますの

で、生活用水としても使っていただいて大丈夫な

水になります。 

○市川おさと委員 ただ生活用水というのは、水は

災害時に必要なのは飲料水と生活用水なのですけ

れども、飲料水大体１日１人３ℓというふうに言わ

れてますので、備蓄、区も進めてるのですけれど

も、３日分、最低３日できれば７日分備蓄しまし

ょうということをおっしゃってるわけであります。 

  一方で、被災地のちょっとお話も聞く機会があ

ったのですけれども、生活用水が特に災害が、被

災が長くなると生活用水がとにかく足りないとい

う声が、能登の方が、議員からも僕は聞いており

ますので、何でかというと生活用水は１日１０ℓか

ら２０ℓ必要です。１日１０ℓから２０ℓ必要で、こ

れなかなかこう、それが苦労するというお話なの

ですよね。その辺りの、この生活用水について、

区はどのような対応してるのかなというふうに思

うのですけれども、簡単におっしゃっていただけ

ますか。 

○災害対策課長 今申し上げた９か所以外のところ

にも、各避難所等にも応急給水、水が出るような

形になっております。また、それ以外にも区内で

生活用水を使える防災協力井戸などで御協力をい

ただいているところもございますので、そういっ

たところを活用しながら、災害時には生活用水と

して使っていただきたいというふうには考えてい

るところです。 

○市川おさと委員 今区内にちょっと話出なかった

けれども、災害時の深井戸というのは５か所あっ

て、今度６か所目整備するということなのですけ

れども、ここなんかも消化ということが一応眼目

だけれども、生活用水としても使えますよという

ことで、区はおっしゃってるわけですけれども、

こういうところも使えるという理解で改めてです

けれどもよろしいですね。 

○災害対策課長 市川委員御発言のとおり深井戸も

生活用水として、活用可能でございます。 

○市川おさと委員 先ほどちょっと災害対策課長お

っしゃった、実はこれが言いたかったんだけれど

も、災害時協力井戸なのですよね。災害時協力井

戸というのは、実は私の父親も、自宅の実家の庭

に池を掘ってて、災害時協力井戸ということで協

力してるので登録してるんですよ。 

  災害時協力井戸、何で協力するかというと、災

害のときに協力してあげようという、そういう殊
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勝な心持ちで、必ずしも全面的にやってるわけで

は必ずしもなくて、年に１回ただで水質検査やっ

てくれるという、そこの何かインセンティブに、

結構つられてる部分がすごくあるんですよね。 

  改めて私調べてみますと、災害時協力井戸、で

は一体どこにあるんだという話ですよ、区内のど

こに何か所あるんですかというの、それはどこに

も公開されていないから、誰も分からないんです

よね。このあたりの、災害時協力井戸というのが

一体では災害時にどういう協力をするんだという

ことも、誰も聞かされてないです。誰も聞かされ

てないですよ。 

  結局、今日の報告の中で、災害時協定の実効性

の向上ということもありましたけれども、この災

害時協力井戸の、災害時の協力の在り方というも

のが果たしてどういうものなのか、災害時協力井

戸というものがどこにあるかというのを、区民の

皆さんに、地域の皆さんにどの程度お知らせする

のか、しないのかということも含めて、ちょっと

１回洗い直しをして、どういう協力してくれるの

かということもちゃんとしてくれないと、今災害

時協力井戸ということで登録してる人たちも、災

害のときにどう協力するのかなんて、多分考えて

ない、多分考えてませんので、ちょっとその辺ど

うですか。 

○災害対策課長 災害協力井戸も長くもう登録して

いただいてる方も当然いらっしゃいます。協定と

一緒で、ずっとやってるけれども、本当に実際の

ときに使えるかどうかという、そういった改めて

の確認は、やっぱり必要だと思います。市川委員

おっしゃるとおりだと思います。 

  ですので民地、当然民地なので、それをどこま

で、事前のときから公開するのかというところも

あろうかと思いますけれども、一応ちょっとその

辺りは、我々の方で改めて整理をさせて、考えさ

せていただければというふうに思います。 

○市川おさと委員 ちょっと改めて確認、改めて今

おっしゃったことをちょっとそのとおり言うので

すけれども、要するに、災害時協定の実効性向上

と同じスキームで１回１回ちょっと洗い直して、

それぞれ個々のところに連絡を取って、要するに

災害協力井戸として、これからも機能させるのか

どうか、災害起こったときにどのような形で協力

してもらえるのか。それから、地域に公開だよね。

公開するか、しないかも含めて、ちゃんと１件１

件そんなに数そんなにたくさん、数幾つあるので

すかね。 

○災害対策課長 すみません、ちょっと詳細、今手

元にございませんが、１００を超える数はあろう

かとございます。 

○市川おさと委員 １００を超える数ってたくさん

あるわけではありませんので、洗い直してもらい

たいなと思います。これ要望でよろしくお願いし

ます。 

○加地まさなお委員 私は、アレフ（オウム真理教）

の対策のところでお伺いします。 

  この地下鉄サリン事件の風化防止啓発活動なの

ですが、これ藝術大学から始まって、次、大型シ

ョッピングモール、その次は区役所と、非常に周

知啓発的にはいい活動だなと思ってるのですが、

これパネル展示について、これ複数の会場でやっ

て、これ安全体制、前回もちょっと聞かせていた

だいたのかちょっとごめんなさい、記憶がちょっ

とあれなのですけれども。安全対策として警備員

配置されています。警備配置する際の基準とかが

そもそもあるのかなというところが気になりまし

て、どういう基準で警備員を配置しているのかお

聞かせください。 

○危機管理課長 特に基準等は設けておりません。 

  昨年度の災害本部委員会から警備員配置という

御要望を受けたもので、今年度から配置してると

いう状況でございます。 

○加地まさなお委員 分かりました。要望があった

というので、警備員置いたと。 
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  ただこれ展示というのをまず見てもらうために

あると思うんですね。区民の皆さん足を止めて、

気軽に立ち寄れる、開かれた状態が好ましいのか

なと思います。特に、これ商業施設の展示とか、

買物ついでとかに立ち寄って気軽に見ていただい

てこういうことあったんだねと。アンケートもあ

ったので、気付きになると思うのですが、その意

味で、これ会場に警備員が常に立っているという

のは、これ特に見に来る人が一瞬入りづらい、な

んか監視ではないですけれども、行っていいのか

ななんていうふうな心理的ハードルを生む可能性

もあるのかなというふうに思います。 

  その上でこの風化防止必要なのですが、その辺

のバランスというのが必要だと思うのですけれど

も、現状どういうふうに考えられているかお聞か

せください。 

○危機管理課長 加地委員御指摘のとおり、バラン

スはかなり重要だと思っております。 

  今回、警備員の配置の目的は、パネルを公安調

査庁ですとか、東京都からお借りしておりまして、

基本的に撮影はしないというお約束で借りており

ますので、そういう写真を撮られる方がいた場合

に注意するような位置づけで警備員を配置してお

ります。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。そう

だというのは確認してたのですが、それでいくと

多分アンケートも取っていて、職員の方もいらっ

しゃると思うのですが、展示している間に、間違

いないですか。職員の皆さん。 

○危機管理課長 一応パネルの設置と撤去の場合は

職員立会いますけれども、通常の営業時間につき

ましては、職員の立会いはないという状況でござ

います。 

○加地まさなお委員 分かりました。職員の皆さん

いらっしゃるのかなというふうに思って、警備員

の方で、今回の配置理由が写真等を撮らないよう

にということなのですが、ならば、例えば、どん

な展示会とかでもあるのですが、大きなパネルで、

写真撮影禁止ですよと、借りているものなのでと

いう理由を書いて、でもそれでも駄目な場合は、

少しロープか何か張って、近づかないでください

ねとかいうことができると思うんです。 

  見ていただいて、これ今回もアンケートを取っ

ていただくというのは非常に重要かなというふう

に思っているので、警備員の皆さんがいない状態

でも、職員の皆さんにも負担になってしまうので

すが、がいらっしゃる方が、内容に添う啓発にな

るのではないかなというふうに思うんですね。こ

のどうですかね、その点について。 

○危機管理部長 警備員が警備員前とした格好をし

ていることの感じ方は人によって違うと思うので

す。と思いますし、加地委員がおっしゃられたと

ころもあるかと思います。ただ、私どもとしては

やはり、ちょっと事件が経緯が、事件の経緯が経

緯だけに、そういったことが起きないとも限らな

いとも、というのは、この警備員を付ける形とな

ったのが、改選前の委員の方から、本庁舎で見て

いるときに、何か写真を撮ろうとしてた人がいた

と、安全上大丈夫なのかということを言われたの

で、配置した経緯があります。なので、ここで言

われたことなので、ここにあえて書かせていただ

いてるんです。ですが、感じ方はそういうふうに

はあるかと思いますが、我々はやっぱり安全を優

先したいという考え方から、このような形を取ら

せていただいているというのが答弁でございます。 

○加地まさなお委員 分かりました。それはよく分

かりました。ただ、やっぱり先ほど私も言わせて

いただいたように、まずはこれ知っていただくと

いうことが目的だと思うんですね。なので、見て

もらいやすい雰囲気、写真を撮られるとか、今聞

いている限りでは、警備員がいないことによって、

何か被害があったわけではないというふうに認識

しています。写真を撮ろうとしたというのあるの

ですが、その他で何か毀損しようとしてたりとか、
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そういったことはなかったと思うので、そこまで

過度にはまだならなくてもいいのかなと、それよ

りもやっぱり目的に沿った方がいいと思うので、

それも踏まえて、是非もう１回検討もしていただ

ければと思います。要望させていただきます。 

  次に、次に行きます。災害時協定の、これ実効

性のところですね。これを伺います。 

  これ見ていて、いろいろ思ったのですが、まず

これ連絡の手段なのですけれども、これ優先順位

というのは明確に決まってますでしょうか。 

  書いてあるのは、メールありますね。あとファ

クス。ファクスは今どうなのというところも含め

て、何がその連絡の優先順位になっているのかお

聞かせください。 

○防災戦略課長 基本的に電話、ファクス、メール

で、こちらの優先順位というのはまだ決めており

ません。今後、先方とやり取りをしていく中で、

今後はどういうふうなやり取りをしましょうかと

いうのは確認しますが、発災したときには、電話

が遮断される場合もありますし、いわゆるインタ

ーネットのネットワークが遮断される場合があり

ますので、基本的には、電話１本でやるとか、そ

ういうのは考えてないですね。 

  一応電話、ファクス、メール、あらゆる通信手

段を、相手先に聞いておいて、発災したときには、

そのうちの何かが使えれば、その内の何かで通信

できるような形を考えております。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。そも

そもこれ、今ファクスを使ってる業者さんがどれ

ぐらいあるのかというのは確認されているのかな

というところがあります。それは確認していただ

きたいと思います。 

  今おっしゃっていただいたように、ファクスと

いうのは、最後のバックアップ手段、最後の手段

としては非常に有効かなと思うのですが、初動連

絡がこれファクスになってしまうと、全く連絡取

りづらくなってしまうと。まずは、やっぱり携帯

電話だと思うんですね。固定電話と携帯電話、そ

の次には、やっぱりＳＭＳというんですかね、メ

ッセージですよね。そこで連絡を取るとか、これ

他の自治体のやり方、どういうふうにやってるか

なという調べて、事例調べてみたんですね。そう

するとまずは、電話、固定、携帯、固定で口頭確

認、次に同時に一斉メール、ＳＭＳも同時に送信、

それでも届かない場合のバックアップとして、フ

ァクスというふうに明確に決めている自治体があ

ります。この考え方は基本的に間違いではないと

思うのですが、いかがでしょうか。 

○防災戦略課長 今、加地委員がおっしゃられた携

帯電話というのも非常に重要な視点だと思います

ので、こちら携帯電話の電話番号も、相手先に聞

き取りながら、今後の通信手段というのを考えて

いきたいというふうに考えております。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。是非、

していただければなと思います。 

  それと同時に前回もあったのかなと思うのです

が、担当者が変わったとき、引継ぎどうするのみ

たいなので、その辺は何か何となくこの感覚でや

ってるみたいなことがあったと思うのですが、こ

れ非常に必要だと思っています。 

  なので毎回、協定先との担当者と連絡を取る、

更新を１年に１回ぐらいはしておかないと、やっ

ぱり業者さんも忙しいので、やっぱり平時の際は

忘れがちになってしまうと思うんです。なのでま

ず連絡先の更新するためのシートみたいなのを簡

単なものでいいと思うので、つくって、それでそ

の後、年に１回でもいいので、まずは連絡を取る

と。今のさっきの流れでもいいです。一斉送信で

メールを送るでもいいと思うんですね。そういっ

た形でやっていけば、有事の際に、本当にすぐに

動き出せる。最初の瞬時に体制が取れると思うの

ですが、いかがでしょうか。 

○防災戦略課長 今後は、毎年、協定の内容等々を

確認するというのを毎年度やっていきたいという
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ふうに思いますので、確認の仕方、確認の仕方の

中にもうちの担当者も変わりますので、足立区の

担当者と相手方の担当者も確認できるようなシー

トをつくっていきたいというふうに思います。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。是非

要望させていただきます。 

  最後になります。 

  最後は、名前をど忘れしてしまって。ちょっと

待ってください。防災リーダーの件、防災リーダ

ーの件を聞かせていただきます。 

  あだち防災リーダー、これ非常に両方聞いてい

て、委員の皆さんの意見も聞いていて、副区長の

意見も聞いて、実はそのとおりだなというふうに

思っています。なぜかというと自治会、今の足立

区だけではないですけれども、自治会・町会の加

入率が低いという中で、ただこの防災も考えなけ

ればいけないという両方の考え方があるんだなと

いうのが分かりました。 

  その上で、今回いろいろコミュニティタイムラ

インの考え方も、震災にも関係するという中で、

やっぱり中心になられている方がこれ７０代が１

５名というのは、これは非常に考えなければいけ

ないのではないかなと思うのですが、せめて６０

代が中心になるぐらいのために、何か政策考えて

いかなければいけないと思うのですが、今現状何

か考えてるものはあるのでしょうか、聞かせてく

ださい。 

○災害対策課長 まずやっぱり防災士の資格を取得、

持ってる方が、この防災リーダーになっていただ

くというところが前提になってます。これまでの

議論の中で、防災士の資格持ってなくても取りあ

えず入ってもらおうよというような議論もあった

のですけれども、やっぱり一定程度のやっぱりそ

ういった知識は持っていただかないとというとこ

ろもあったので、まず防災士の資格は必要ですと

いう形になってます。 

  区の方でこの防災士の資格取得助成をするに当

たっては、町会・自治会の推薦が必要ですよとい

うところでした。なので、それやっぱりどうして

も年齢的に上の方が推薦されてくることが多いの

で、そこの枠を今回取り払って、町会・自治会の

推薦なくても、まずは防災士になっていただくと

いったところでも門戸を広げさせていただいて、

あとは、先ほど副区長の方で御答弁申し上げまし

たように、様々な手段でつながっていくような仕

組みができたらなというふうに考えてます。 

○加地まさなお委員 すみません。先ほども、皆さ

んのやり取り聞かせていただいて分かっていて、

伊藤委員が、実際言ってることが、そのとおりだ

なと思ったのが、やっぱりその地域で認められて

いない人が何を言ったって聞きやしないというの

はそのとおりだなというふうに思っていて、とは

いえ、一方で、自治会が、町会に入ってない方が

いるので、もうその枠を広げたいと、リーダーを

もっと広めたいというふうな分かりました。 

  これ見ていて、区がやろうとしていることと問

題がちょっといろいろ重なっちゃってるのではな

いかなというふうに思います。 

  区が今やってるのは、区作成のパワポを使って

勉強会とか、そういうので地域でこういう震災に

対してどういうふうに行動するんだよということ

を周知啓発するのがリーダーの役割にも入ってる

と思うのですが間違いないでしょうか、その点は、

合ってますかね。 

○防災戦略課長 おっしゃるとおりで間違いありま

せん。 

○加地まさなお委員 そこが一緒になってしまって

いるのがそもそも間違いだと思うんです。地域で

の有事の際に実際に動くのはもう地域の方であり、

リーダーが、多分その自治会、自治会にいると思

うので、その方たちにやってもらうのですが、そ

の周知啓発に関してのリーダーというのは、ちょ

っと枠組みを変えた方がいいと思います。 

  なぜかというと、この今回求めているのが、フ
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ァシリテートするということなのですね。それが

今のリーダーが、今のこの７０代の方たちがファ

シリテーターに必要なことは、実は相手の話を瞬

時に聞いて、それを集めて、それを皆さんに話し

て、皆さんにアウトプットしてもらってというこ

のやり取りなのですね。それがやっぱり若い方の

方が瞬発力がありますし、話すということにも得

意なのかなというふうに思うので、その辺ちょっ

と切り分けて考えた方がいいと思うのですけれど

もいかがでしょうか。 

○副区長 加地委員おっしゃるとおりだと私も思い

ます。ただ、私ちょっと１点言いたいのは、避難

所運営に関わるのが防災リーダーというような、

そういう捉え方が非常に、そういうふうに強く受

け止められてるのかなと思います。 

  私どもは、災害に向けてどういう備えが必要な

のか、避難所に行かない人もたくさんいらっしゃ

います。私どもは分散避難と言ってますから、で

すからあなたの家がもしこういう災害遭ったとき

に、どういう避難が必要ですか、事前にどういう

準備が必要ですかというような、そういった周知

活動もやっぱり必要ですので、さっきから伊藤委

員がおっしゃってるような、当然避難所で地元と

一緒にやっていく人たち、そうではなくってふだ

んから災害に備えて、どういうふうな備えをすれ

ばいいのか、その二本立てでやっていく必要があ

りますので、今加地委員がおっしゃったとおり、

やっぱり周知をするということと、避難所で地元

の人と一緒にやっていくという、それをうまく切

り分けて説明しなければいけないのですけれども、

なかなか今、すみませんそこまでうまく伝わりき

れてないというのが、質問を受けて、特によく今、

実感しました。 

○加地まさなお委員 分かりました。 

  これ何でこうなったのかなと見ていたら、令和

６年度から始めてどんどん変えていってるという

のが、そもそも内容も変わってしまっている、リ

ーダーに求められているものも変わってしまって

いるということで、言ってることは間違っていな

いと私は思っています。そういうやり方を明確に

分けた方がいいというふうに思います。 

  リーダーの区のパワポの中身も、どの地域を狙

っているのかというのも必要になってきますが、

これ区の説明資料としてだと住民目線がなくなっ

てしまうのかなとか、いろいろあるのですが、も

う全区、足立区の中で基準になるぐらいの内容で、

河川の問題もあるじゃないですか。水害時、震災

時、誰もが同じ状態になるものを、最低限スタン

ダードなものを内容に折り込んで、その後のファ

シリテートする能力というのが実は求められるん

ですね。 

  話すファシリテートするあだち防災リーダーと

いうのは、ちょっと何か言い方を変えて、これを

若い方にはやってもらえるというスキームをつく

れば、そこと実際の防災リーダーとの話合いがで

きるはずなのですね。その地域の課題は何ですか

と、その役割の中間地点をつくろうとしてるのが、

このパワポを使っての説明会なんだと思うんです

ね。 

  是非そこもう１回、考えをもう１回見直してい

ただいて、悪いことを言ってないと思うので、や

り方自体私は賛成しています。なので、もう１回

見直していただければと思います。要望させてい

ただきます。 

  以上です。 

○水野あゆみ委員長 他にございませんか。 

○鹿浜昭委員 すみません。私からちょっとアンケ

ートの件で、パブコメの件でちょっとお聞きさせ

ていただきます。 

  まず８ページ、９ページなのかな。質問の方で、

災害用グッズ３日分の安価なセットでもいいので

購入の機会が欲しいという、区民からの意見に対

して、あっせんのホームページにこれ何でしたか、

何とか防災というところあるかと思うので、私も
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ずっとこの辺は、追っ掛けてはいたのですけれど

も、例えばなのですけれども、足立区の１人分の

推奨グッズというか、防災グッズというか、そう

いうものを区民の皆さんに知ってもらうというか、

何か推奨品というのをやってないじゃないですか

今まで。何でしたか、さっきこれ何防災と言った

っけ会社名。何とか、ちょっと会社名忘れてしま

ったけれども。 

○災害対策課長 葛飾福祉工場さんと連携してやっ

てます。 

○鹿浜昭委員 民間さんなのかなこれ、多分ね。た

だ、そこと足立区とのタイアップは当然している

ので、足立区の推奨の１人分の防災グッズという

ことを、何かこう一つ決めて、それを家族分買っ

てもらうというのをやってもらったらどうかな。

まだまだ、最近ちょっと備蓄物資、区民の所有率

というか、今、５割切っちゃってるわけですよね、

ずっとね。 

  だから、そういった意味で、欲しいというのは、

皆さん持ってて、でも何買っていいか分からない

というのが本音なのかなというふうに思うんだよ

ね。だから、それを基本的に１人分の防災に対す

る必要品を、水３ℓも当然あるけれども、そういっ

たものを区で推奨して、ここで販売してもらうと

いう、何かそんな体制は取れないのですか。 

○災害対策課長 そうですね。今食料品のとかの足

立区セットとか、あと口腔衛生用品とかのセット

みたいな形で、分かりやすいような形はちょっと

工夫はさせていただいております。それ何かも含

めた上で、多分１日分多分こんな物が必要ですよ

というところを示した方が分かりやすいのではな

いかというのが御意見、鹿浜委員の御意見だとい

うふうに思ってます。 

  その辺りも、一日分セットみたいなものができ

るのかどうかというところも含めて、ちょっと事

業者の方とは連携をさせていただきたいというふ

うに思ってます。 

  ただ、今東京都のアプリとかを使えば、こんな

ものが必要ですよというのを目で見ることはでき

るのですけれども、多分そういうものを実際に備

えて、すぐ買えた方が便利だろうというような趣

旨だというふうに理解しましたので、ちょっと検

討させていければというふうに思ってます。 

○鹿浜昭委員 都の方は、本当に順番を追ってこう、

私も予算特別委員会でやったかと思うのだけれど

も。区として、僕、ホームページ見ても、具体的

に何を買っていいか分からないわけですよ。そう

なったら一目瞭然に足立区推奨版で、１人これだ

け必要なのですよというものを、是非ちょっと検

討していっていただきたいというふうに思います。 

  それと、避難所に向かうこれはいいか。 

  ＴＫＢがあるよね。キッチンという、先ほどは

たの委員からもあったように、台湾とかフィリピ

ンというのは、本当に炊き出し制度が、地域で、

避難所に対してもしっかりあって、温かいものを

食べさせてあげるという、それがキッチンだと思

うんですよ。足立区もそのＴＫＢをこうやってう

たっている以上、やっぱりキッチンに対しての考

え方、これ多分新しい方向性になってきてると思

うのだけれども。是非その非常食ではなくて、炊

き出し制度を、避難所でやっていただくという、

避難所運営訓練の中に、是非そういう一つの考え

方を持っていっていただいて、その避難所に対し

て、運営本部に対して、こういう方向で是非お願

いしたいというような形というのは取れないのか

な。 

○防災戦略課長 我々能登に視察行かせていただき

ましたが、やはり発災直後は温かいものが、なか

なか配給されずに、冷たい食事ばかりで喉を通ら

なくなるといったような、そういった支障もあっ

たそうなので、我々も温かい食事をいかに早く提

供するかというのは非常に重要な視点だなという

ふうに考えております。 

  その中で、今温かいものをどういうふうに提供
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するかというところになりますと、今、発災直後

という話になれば、恐らく、お湯を沸かしてそれ

で温かいアルファ化米、レトルトを温めるといっ

たようなことになると思われます。発災直後は。

その後は、今我々協定組んでます日本キッチンカ

ー協会の日本キッチンカー、すみません名前が不

正確ですが、審議会の方と協定結んでおりますの

で、恐らく全国からキッチンカーが配分されます

ので、そういったところで温かい食事というのを、

いろいろできるだけ早く提供できるような体制と

いうのは確保していきたいというふうに考えてお

ります。 

○鹿浜昭委員 全国うんぬんで、足立には１０４か

所避難所があるよね。例えば、そこに、例えば足

立区１０４か所にキッチンカーの配備というのは

してもらえる、例えばそれが無料になるわけ。 

○防災戦略課長 被災の規模によって恐らく配分数

というのはなかなか変わってくると思いますが、

足立区だけで全部の避難所に一斉配備というのは、

今のところ多分難しいというふうに考えておりま

す。 

  あと料金の話なのですけれども、基本的には

我々がお支払することになります。我々がお支払

した金額につきましては、後から国から、その金

額を国に請求していただけるというような仕組み

になっております。 

○鹿浜昭委員 １０４か所恐らく私は無理だと思う

んですよ。全国組織に対してもね。だから、やっ

ぱりその炊き出し制度というのを、今までなかっ

たと思うんですよ。 

  例えば、土鍋をやって、どういうふうにしてい

くか分からないのですけれども。だからそういう

形でやっぱり、温かい食料品の提供、キッチンを

うたってる以上、私は何かその辺の考え方をちょ

っと、一つ、ワンランクアップしていただきたい

と思ってるのですけれども。その辺の考えはどう

ですか。 

○副区長 能登に、被災から１１日目に視察２か所

の避難所に行ってきました。 

  １か所は、水が出る状況でしたので、地域の皆

さんが学校の給食室を使って、家事、調理できる

状況でしたので、そちらの方は地域の協力ででき

てました。 

  もう１か所は、水はあったのですが、とても地

元の人が手に負えなくて、やはり周りから来たほ

かの自治体の方ですとか、民間の方、自衛隊の方

の御協力いただいて運営しているというような実

態でしたので、まずは本当に、地元の人が本当に

お手伝いできるような人的支援、可能なのかどう

かというのは十分地元の方と話をしなければいけ

ないと思います。 

  それと、物については、大体３日目、被災から

３日目あると、国からどんどん物が入ってきます

ので、物は大丈夫だと思うんです。 

  そういった意味で、まず電気が使えるか、水が

あるか、そして人がということを、鹿浜委員がお

っしゃるとおり、いかに今後確保できるかという

のは、非常にそれは重要な課題だと思ってます。 

○鹿浜昭委員 私たちも花蓮の地震のときに、ニュ

ースでもやってましたけれども、プライバシーの

確保と炊き出し制度、本当にその日に、地域の方

ががっと集まって、温かいものを提供しているの

を、ニュースで皆さんも見たかと思うのですけれ

ども。 

  当時、平成元年の台風１９号のときの避難所の

ときには、主事室、用務主事室が、何ていうか、

あそこも鍵が掛かって開かないんですよね。お湯

なんかは沸かせられないんです人はいても。役所

からも、数人３人ずつ多分配置になってたかと思

うのですけれども、その人たちも鍵を持ってない

し、何もできてなかった。しようがないのでアル

ファ米を水で３０分ぐらい掛かるのかなよく分か

らないけれども、やって提供したというようなね。 

  せめてお湯ぐらい沸かすような形を、やっぱり
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しっかり取ってもらいたいし、それをやっぱりも

っとその地域の人たちにどう炊き出し制度を持っ

ていくかというのを、やっぱり一つワンランクア

ップしていただきたい。 

  それに伴って、職員の今の学校配置の方も決ま

ってないというようなことも、これ避難所に向か

う職員の班体制は整備しておりませんとなってる

わけね。これやっていくと、その学校の全然イメ

ージもないまま人員を配置したって何の役にも立

たない。やっぱりその学校、その学校にあった職

員さんを、事前に調査をしてもらって、その上、

学校に、避難所に配置するという制度をやっぱり

しっかり確立していっていただきたいと思うんで

すけれども、その辺はいかがですか。 

○危機管理部長 鹿浜委員おっしゃられることは本

当にごもっともで、私も、そういう認識ですが、

実際、まず水害と地震とで分かれてます。水害は、

あらかじめ準備ができるので、職員のメンバーも

決まってます。誰が行くというのは。ただ、地震

のときは、職員も被災して、誰が行けるのかとい

うのが確定できないというのが、ちょっと我々つ

らいところなんですね。なので、ここが整備でき

てないというのがまず一つ。 

  それから、何日後に現場に入っていけるのかと

いうお約束もできない。つまりは、庁舎内の機能

も多分不全になってるんです。そんな中で、どう

やって職員を動かしていくのかというのが、見い

だせないのが、今つらいところなのですね。それ

が一つ。 

  それから、さっきの炊き出しの件、私も大きな

釜でできればいいのではないかと思ってたのです

けれども、実際被災地行くと、自分の家が傾いち

ゃってるような人たちが、みんなのために食事を

提供するなんて気にはならないという発言も、こ

ないだ能登行ったときには見ててありました。だ

から、やっぱり地元の人ではなくて、やっぱりほ

かの人でないと、そういう余力はちょっと難しい

のかなというのが今の感想です。 

  今、避難所には、カセットコンロは入れてあり

ます。だから、お湯は沸かせます。私も、台風１

９号のとき、大谷田小学校で水をくべたんですけ

れども、１００人のあれを全部開けて、水をくべ

るだけでも相当な労力なのですね。だから、やっ

ぱり発災のときの、本当にリアルな★★いつもお

っしゃるリアルな、そういったことをちゃんと想

定した上で考えないといけないなというのが、で

も、おっしゃることはごもっともだし、できる限

りそういうことをやらないといけないというふう

には考えております。 

○鹿浜昭委員 お願いします。 

  すみませんちょっと長くなっちゃって申し訳な

い。あとあだち防災リーダーの件で、ちょっとだ

けお話しさせてもらいます。 

  今３０人いるということで、高齢化というのは、

皆さんからも意見出て、やっぱり７０代の人の活

動範囲というのは、なかなかやっぱり、正直言っ

て、災害に対して活動しろといっても動きは実際

問題取れないかなというふうに思うので、この間

のやっぱり事前説明のときに私話したんですけれ

ども、今、避難所とは、当然イコールではないか

とは思うのですけれども、やっぱり私たちがある

のはやっぱり避難所というのがやっぱり災害のと

きには考えるわけで、今１０４ある中、町自連が

今４３０ぐらいあるのかな。そうすると、一つの

学校に対して、三つ、四つの町会・自治会さんが

集まって集合体として、そこで今、避難所運営本

部をつくってるわけですよね。その三つ、四つの

中で、本部長も決めてるというのが、今の足立区

の全体像かなあというふうに思うのですけれども。 

  そんな中で、やはりこの地域の防災リーダーを

これから発掘していく、若者に対してどうにかし

ていく、どうにかしたいという行政側の考え方も

あるかと思うので、やはり学校をよく知っている、

私はＰＴＡさんや、子ども会さんに、新しく町連
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協でもいいし、小Ｐ連、中Ｐ連でも構わないです

から、是非そういうところで、こういう防災リー

ダーのお話をしていっていただいて、その中で発

掘していっていただきたい。それは私が一番やっ

ぱり身近な考え方かなあというふうに思うんだよ

ね。それをやっぱり早く確立もできるのではない

かなというふうに思うので、是非それを今後お願

いしたいなというふうに思います。 

  やはり今、防災リーダー３０人という中で、避

難所が１００あるということは、これ多分、先ほ

ど、区と地域の結ぶパイプ役になってもらいたい

という話だったのですけれども、今まだ偏在しち

ゃってるような、間があるかと思うんだよね。地

域によって。ですからその辺も、早いところ、し

っかりとやっていく中で、それから、いろいろな

講演会やなんかも進めていっていただきたい。 

  まだちょっと時期早尚かなというふうに思いま

すし、今防災リーダー３０人いる中で、講演やっ

てくれっつって、はっきり言ってできる人何人か

しかいない、私が知る限り。防災士でずっと私も

顧問やらせてもらってるので分かるんですけれど

も、やってくれと言ってできるという人は何人、

数人しかいないんです。幾ら準備や行政の方でさ

れても、なかなかそれは難しいような気がします。 

  ですから、ちょっと時期尚早かなというふうに

思うので、今、防災リーダーを確立していく中で、

次のステップとして、そういうことをやっていっ

ていただきたいなと。今やっちゃうと混乱しかな

いような気がします。ということで、よろしくお

願いします。 

  以上です。 

○水野あゆみ委員長 他に。 

○長谷川たかこ委員 パブコメの件なのですけれど

も、拝見すると結構トイレの重要性についての再

認識というのは皆さんおっしゃっていて、マンシ

ョンの防災備蓄のトイレについては、７月からの

補助金、購入費用の助成はされていますけれども、

あんまり何かマンション内の人たちから、この話

聞いたことがなくて、多分そんなにみんな知らな

いのではないかなと思うところなのです。 

  で、まずこういうマンション防災備蓄品の購入

費用の助成があるということを、もっとオープン

にするのと、マンションに例えばポスティングす

るとか、例えば綾瀬三丁目とか、あと西新井本町

のアリオのあるマンション群とか、ああいうとこ

ろの人たち、正にこれが適用されると思うのです

けれども、皆さん本当に知らないと思うんですよ

ね。 

  実際に私もマンション住んでて、理事会とかで、

こんな話がないので、でもこうやってパブコメ見

るとトイレの重要性は皆さん口々におっしゃって

いる。ここら辺もっと周知啓発もっとすべきで、

もっと見える化すべきだと思いますけれどもいか

がでしょうか。 

○副区長 今、建築士の方で、マンション管理士会

ですとか、そういった団体を通してＰＲさせてい

ただいてますけれども、確かに長谷川委員おっし

ゃるとおり、ＰＲ不足してると思いますので、し

っかり個々のマンションに伝わるような工夫とい

うことだと思いますので、やっていきたいと思い

ます。 

○長谷川たかこ委員 個々のマンションと、あと一

番いいのは広報に大きく載せました。ここで大き

く載せていらっしゃる。もう何か例えば１面使っ

て大きく、トイレも被災しますと、足立区のホー

ムページにはトイレも被災するよというのは書い

てあるのですけれども、これは興味ある人でない

とタップして行き着かないと思うんですよね。だ

から広報にもっと大きく１面にドーンと出して、

購入費用の助成してますとか、あと、例えばマン

ション被災したときに、配水管が壊れていないか

確認しましょうねという、それも、そこに載って

ましたけれども、それをもっと見える化して分か

りやすくしないと、マンションの低層階に住んで
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いる人たちが物すごい大打撃を受けると思うので、

そこを是非やっていただきたいと思いますがいか

がでしょうか。 

○副区長 おっしゃるとおり、しっかりと広報を使

ってもＰＲできるようしたいと思います。 

○水野あゆみ委員長 以上でよろしいですか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○水野あゆみ委員長 それでは質疑なしと。 

  それでは、次に、その他に移ります。 

  何かございますか。 

○工藤てつや委員 すみません、簡潔に伺いたいと

思います。 

  災害時のトイレの確保について、伺いたいと思

います。 

  現在、足立区としては、足立区災害時のトイレ

確保管理計画の策定を今年度中にということで進

めているかと思うのですが、東京都のマスタープ

ランにおいてお示しがあったように、来年度から

は、東京都の補助金も活用できるのではないかと

思っております。ですので、この補助金を活用す

るということを想定しますと、足立区として、避

難所、それから、トイレの空白エリアについての

施策、それから当該のこの補助金の活用方法につ

いて、同時並行で、やはりちょっと早期的に検討

を進めるべきではないかなというふうに思うので

すが、この点については、区としてどのように考

えているのか伺いたいと思います。 

○防災戦略課長 工藤委員おっしゃるとおり、今年

度トイレの確保管理計画を今策定しております。 

  災害時のトイレというふうに定義しますと、携

帯トイレ、簡易トイレ、仮設トイレ、マンホール

トイレ、自己処理型トイレ等々のトイレ、これを

総合的に足立区内に配置して、災害時のトイレ確

保に備えよといったような内容になりますので、

一応こちらも、足立区で足りないところ、空白エ

リアというのを出しますので、こちらの空白エリ

アに、どういうふうにトイレを整備していくかと

いうのは、今後、東京都の補助金を活用しながら、

大体向こう５年か分かりませんが、空白エリア埋

められるような努力をしていきたいというふうに

考えております。 

○工藤てつや委員 今、防災戦略課長からお話があ

りました空白エリアの件なのですけれども、８月

の委員会の中で、マップで示された状況だったと

思うのですが、ちょっと具体性に欠けるなあとい

うふうにちょっと感じておりました。この部分に

ついては、もう少し具体的にこのあたりといった

形で調査をしっかりした上で、明確化を図ってい

くべきではないかなと思うのですが、この点につ

いてはいかがでしょうか。 

○防災戦略課長 トイレ空白エリアを出すときには、

今、うちでマンホールトイレの位置等々をプロッ

トして、そういった形でお示しできるようにした

いと思います。 

  その中でもトイレ空白エリア出てきますので、

そういったところをどういうふうに色埋め、穴埋

めしていくかというところも、大体示せるような

形の確保計画というのを策定したいというふうに

考えております。 

○工藤てつや委員 是非進めていただきたいと思い

ます。 

  それと過去の委員会の中で、私の方からは、仮

設トイレというところに特化した形になるかと思

うのですが、やはり民間をやっぱり活用していく

ということが重要ではないかなということで、要

望させていただいた経緯があるのですが、この点

について区として、改めてどのように考えている

のか、また何か動きがあれば教えていただきたい

と思います。いかがでしょうか。 

○防災戦略課長 工藤委員おっしゃられたとおり、

恐らく足立区だけで空白エリアを埋めるような資

機材を確保するというのは、いろいろ難しいと思

います。その中で、それを補完するような形で、

今協定というのはございますが、この協定も、災
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害時、本当に仮設トイレが全部空白トイレを、空

白エリアを埋めるような、そのトイレの数が来る

のかというのもちょっとまだ疑問がありますので、

こういったところを解消するには、民間の力を借

りて、トイレの確保、それと設置後の管理運用も

含めてやってるような事業があれば、いろいろこ

ちらも検討したいというふうに考えております。 

○工藤てつや委員 是非進めていただきたいと思い

ます。 

  それと仮設トイレを設置したということで想定

した場合、先ほど防災戦略課長からもお話があり

ましたが、設置後の清掃ですとか、維持運営管理、

こういったところまでやはりスキーム的に考えな

ければいけないというふうに思います。 

  そういった区内にある事業者さんとの災害時協

定、こういったところも視野に入れて進めていた

だきたいというふうに思うのですが、最後この点、

伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

○防災戦略課長 こちらトイレの確保につきまして

は、協定も含めて様々な方法が恐らくこれから出

てくると思いますので、そういった情報を取り入

れながら、足立区でしっかりトイレが確保できる

ような形で進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○水野あゆみ委員長 それでは、すみません。 

○加地まさなお委員 その他、その他ですよね。 

○水野あゆみ委員長 はい。 

○加地まさなお委員 すみません。ちょっとセキュ

リティー、防犯カメラのことでちょっと決算特別

委員会で質問させていただきました。 

  今回、１１月４日の読売新聞のニュースに、日

本の屋内敷地内に設置されたインターネットにつ

ながったネットワークのカメラが５００件以上が

海外のサイトに出されていたというニュースがあ

ったのですが、それ御存じでしょうか。 

○危機管理課長 報道の範囲では承知しております。 

○加地まさなお委員 前回も、公共施設の分に関し

ては質問したのですが、足立区もやっぱり自治会

とか、町会とか、それと助成してるじゃないです

か。その中にも防犯カメラの助成もしてると思う

のです。その点で、やっぱりこのセキュリティー

上問題がある可能性があることについて、区から

お金を出している以上は、そこもしっかりと見直

して、仕様書まではいかなくても、購入する際に、

そのことはしっかりと明記していただきたいと思

うのですがいかがでしょうか。そのセキュリティ

ーに対してですね。 

○副区長 前回、加地委員の方からそういう御質問

があって、まず公共施設にネットワークでつなが

ってるカメラについては、確認したところ中国製

はありますけれども、そういった、外に流れるよ

うな状況にはないということを確認してます。 

  あとそれ以外の民間の方には、ネットにはつな

がってませんけれども、単体で運営してますので、

それが漏れる可能性があるのか、ないか、その辺

ちょっと検討すると併せて、今後については、本

当にどういうカメラが適してるのかというのは、

ちょっと購入する際に、区の方から指導しながら、

補助を出していければと思います。 

○加地まさなお委員 ありがとうございます。購入

の際の基準とか、ルールは最低限決めていただい

て保育園とか、それと工場とか、そういったとこ

ろもかなり流出しているみたいです。それはもう

やり方があるみたいなので、そこはしっかり調べ

ていただいて、やっぱり助成して、本来セキュリ

ティー、自分たちの身の安全とかを守るためにあ

るものが逆に悪用されてしまったとしたら、これ

は非常に意味がないものになるし、逆に逆の効果

が出てしまうと思いますので、是非要望させてい

ただきます。 

  以上です。 

○水野あゆみ委員長 他にございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○水野あゆみ委員長 なしと認めます。 
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  それでは以上をもちまして、災害・オウム対策

調査特別委員会を閉会いたします。 

午前１１時２９分閉会 

 


